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１．中泊町の概要と執行体制の現状

中泊町の基本データ

・令和2年国勢調査人口 9,657人

・令和2年国勢調査高齢化率 44.4％

・地理的条件

中泊町は、津軽半島の中央部を走る津

軽山地の西側に位置する北津軽郡に属し、

西はつがる市と日本海、南北は五所川原

市、そして東は外ヶ浜町と接しています。

町域は中里地域が東西約 13km、南北約

21km、小泊地域が東西約13km、南北16km、

総面積は216.34㎢となっています。
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・職員体制の現状

当町の職員数は、町村合併時２７４名。令和４年度採用職員募集からＳＰＩを導入。募集
期間を前倒しするなど職員確保に努めており、当町においては、専門職の欠員は出ていない。

しかし、県内町村部の多くは、青森県町村会に試験を委託して実施しており、そちらに関
しては、募集人員に満たない状況となっている。

出展：青森県町村会資料抜粋
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・地域全体の人手の現状

平成３０年４月から令和３年９月まで専任
集落支援員を２名配置、持続可能な集落への
「コーディネーター」として、地域力のアッ
プ（課題解決力）に向けた“仕掛け”を進め
る役割として活動。集落のあるべき姿を見据
え、その実現に向けて地域住民が集落のある
べき姿を共有できるようにした。その後、令
和３年１０月からは専任による効果が明らか
になったことにより、兼任集落支援員を配置。
令和７年４月１日現在、町内４１地区中３３
地区で取り組んでいただいている。地域の人
口が減っても、共助の力で地域の課題を解決
するべく地域ごとに取り組んでいる。

農業分野においては、生産人口の減少に対
応するため、省力化技術によるスマート農業
に取り組んでいる。

写真：R７.１０.７開催
中泊町集落支援ネットワー
ク協議会勉強会・情報交換
会の様子

写真：スマート農業導入に
向けて大規模区画整理され
た農地

３



２．各行政事務の執行における具体的課題
（事務の持続可能性）
(1)介護保険事務

・課題

①業務量増加への対応

高齢者数の増加や、介護認定率の高い年齢層の増加により、今後は介護保険事務全体の
事務量増加が見込まれる。特に介護認定事務については、新規申請の増加に伴い、認定を
継続するための更新申請も累積していくことから、将来的に事務負担が大きくなる可能性
がある。

②事務の属人化

介護認定事務は、申請者や医療機関との調整業務と定型的な事務処理が混在しており、
事務担当者に業務が集中しやすい構造となっている。

・現状

当町の介護保険事務は、正職員4名、認定調査員の会計年度任用職員1名の計5名体制で
行っており、正職員4名のうち2名が介護施設での実務経験を有している。また、介護認定
の審査は自治体単独では行っておらず、広域連合が実施している。
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③広域連合との事務連携

介護認定の審査を担う広域連合においては、審査件数の制限が設けられるケースが増えており、
本町でも件数制限に起因する認定遅延が、前年の8件から30件に増加した。広域連合側の負担も増
加している状況であることから、今後の認定件数の増加を見据え、事務処理体制や広域連合との連
携のあり方について検討が必要な状況となっている。

④課題を踏まえた今後

現在、当町の介護保険においては、来年度に標準化を控えていることから、大がかりなシステム
導入は検討していない。その一方で、ノーコードツール（kintone）の活用により、介護申請から
認定、延期通知の発行までを一元管理し、効率化を図っている。

また、利用者、医療機関、介護事業所、自治体間のやり取りについては、いまだ対面や紙でのや
り取りも多く、さまざまなロスが生じている。厚生労働省では、介護情報を電子化し、関係者が相
互に共有できる「介護情報基盤」を整備しており、令和10年4月に本格稼働が予定されている。当
町でも標準化の完了後、接続を予定している。

介護情報基盤は、関係機関が参加して初めて機能する基盤であり、関係機関全体での導入が重要
であると考えている。機器導入への補助や伴走支援など、導入段階からの一体的な支援をぜひお願
いしたい。
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(2) 道路・上下水道等のインフラ維持管理

・課題

道路や橋梁インフラについては、台帳や計画に基づき現状では、維持管理に支障はない
が、例えば橋梁については、全自治体で橋梁長寿命化計画を策定しており、県で一括して
計画を管理することが可能なのではないかと考える。また、上下水道や集落排水事業につ
いては将来の単独での運営は厳しい状況となっている。

・現状

道路管理については、道路管理台帳を整備し、点検業務を町内土木工事業者へ委託して
いる。市町村管理の橋梁については、橋梁長寿命化計画を５年に１回策定し、橋梁点検も
５年に１度実施し、必要に応じて改修している。上水道は、人口減少に伴い、加入戸数が
年々減少している。公共下水道については、農業集落排水事業、漁業集落排水事業を運営
しているが、加入戸数は増えていない現状であり、町繰出金で運営している。
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３．事務処理を持続可能なものとするため
の自主的な取組

(1)業務の外部化（民間委託等）

①介護・障がい・福祉分野

・介護認定審査会の設置及び運営 ・障がい者介護給付費等判定審査会の設置及び運営

・地域自立支援協議会の設置及び運営 ・医療的ケア児支援検討会議の設置及び運営

②地域医療分野

・中核病院及びサテライト医療機関の設置及び運営

③環境分野

・一般廃棄物の処理に関する事務 ・新ごみ処理施設の設置に関する事務

④調査研究分野

・広域的課題の調査研究 を実施。

・町道点検業務 ・庁舎電話交換業務 ・公共施設の指定管理者制度の導入（32施設）

・（一社）中泊町文化観光交流協会への観光業務委託 ・学童保育事業の外部委託

・第３の居場所事業の外部委託、地域おこし協力隊募集業務委託 など

(2)市町村間の広域連携や都道府県との連携・協力

●つがる西北五広域連合
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①図書館相互利用促進事業

②消費生活相談事業（五所川原市消費生活センターの圏域利用）

などを実施

●五所川原圏域定住自立圏

●観光ＤＭＯ「ClanPEONY津軽」（津軽地域14市町村で構成）

圏域への誘客につながる広域観光ルートの開発や圏域観光の情報発信
「おもてなし力」の強化に向けた取り組みを実施

●五所川原地区消防事務組合（構成自治体 五所川原市、鶴田町、中泊町）

弘前・西北五地域共同消防指令センター（弘前地区、鰺ヶ沢地区、五所川原地区）
を令和８年２月より暫定運用を開始
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(3)デジタル技術の活用等を通じた事務の簡素化・合理化

福祉の専門知識を有する職員が不足していると感じている。

介護保険においては、来年度に標準化を控えていることから、大がかりなシステム導入は検討していない。
その一方で、ノーコードツール（kintone）の活用により、介護申請から認定、延期通知の発行までを一元
管理し、効率化を図っている。

また、利用者、医療機関、介護事業所、自治体間のやり取りについては、いまだ対面や紙でのやり取りも
多く、さまざまなロスが生じている。厚生労働省では、介護情報を電子化し、関係者が相互に共有できる
「介護情報基盤」を整備しており、令和10年4月に本格稼働が予定されていることから、当町でも標準化の
完了後、接続を予定している。

介護情報基盤は、関係機関が参加して初めて機能する基盤であり、関係機関全体での導入が重要であると
考えている。機器導入への補助や伴走支援など、導入段階からの一体的な支援をぜひお願いしたいと考えて
います。

令和７年１２月から町が運営している小泊診療所と青森県立中央病院によるオンライン診療を実施。

小泊診療所医師が不在となるときには、県立中央病院の医師がオンライン診療を実施している。

令和３年１月から、Ｊ－ＬＩＳの自治体テレワークシステムforＬＧＷＡＮを利用している。現在５８
名の職員が利用している。

令和４年度から東北・新潟自治体情報セキュリティクラウドサービスを実施し、東北、新潟県の各県及
び市町村において、共同調達・共同利用している。

青森県町村会として基幹業務システムの統一・標準化に合わせたクラウドの共同利用ができないかを検
討している。

(4)現行制度における課題
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４．最後に

中泊町の現状と課題について紹介しましたが、全国には926の
町村があり、介護や水道等のインフラ整備の分野に限らず、

事務執行のあり方は、それぞれ異なる状況と考えられます。

各団体は、これまでも地域の実情を踏まえ、事務の効率化や住
民にとってのメリットなども考えながら、地域に合った手法を
自ら選択してきたところです。

     今後、人口減少による人材不足がさらに深刻化する中において
も、各団体が自ら考え、判断し、選択できる仕組みとすること、
このことを大前提として御議論いただきたい。
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ご清聴ありがとうございました

ご清聴ありがとうございました

中泊町宮越家蔵「春景花鳥図」 １１
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